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第192号（２面）2021年５月29日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





●たづくりまつり2021(6/11～13)参加企画


　　　　　　　　 第167回(６月)例会


　　　　 人権としての医療 


　　　　　　　　 　 都立･公社病院の地方独立行政


                   法人化では都民の命を守れない


　　　　　　　お話：矢吹 義則さん


　　　　　　　　　　　　　　　東京自治労連委員長


日時：６月１２日(土)10:30


場所：たづくり･映像シアター 参加費300円





第168回(７月)例会


デジタル改革関連


法の諸問題 


お話：大住 広太さん


　　　　　　　 弁護士


日時：７月１１日(日)13:30


場所：あくろすホール　　 参加費300円





第169回(９月)例会


知られざる拓北農兵隊 


お話：鵜沢希伊子さん･石井次雄さん


日時・場所：未定　　 参加費300円
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▼気味悪い現実





　政府のコロナ対処にいらだちばかりが募りますが、コロナを口実に、あるいは強行措置ができないことに便乗して憲法に触れようとしているのが気味悪く恐ろしいです。昨年まで外国住まいでしたので、コロナの推移とコロナの推移と状況をまとめてくださったレジメに感謝します。（西つつじヶ丘、成田恵美子）





▼選挙と組合のこと…





　コロナ禍の１年半をまとめて振り返ることができ、良いお話が聞けました。しかし、選挙のお話では、組織で闘うものなのか、と少しがっかりした。また組合というものは庶民、若者には無縁です。大企業にしかないし、中小企業や非正規勤務の人は新聞を読む暇もないくらい疲れてしまう毎日です。（多摩川、匿名）





▼市民運動の広め方





　市民運動の広め方について、労組や市民と野党の共闘についてのお話が、皆さんの質問と併せて勉強になりました。自分の身近なところから考えを共有できる人を増やしていけるとよいと思います。（無記名）





▼特措法の理解の甘さ





  自衛隊を違憲とする憲法学者のお一人である清水先生の勉強会とのことで参加しました。今日のお話で、新型インフルエンザ等対策特別措置法についての自分の理解の甘さに気付かされ、整理することが出来ました。（無記名）





▼コロナをきっかけに社会は変わるか





  コロナで表面化した現代の政治、社会のあり様や問題点について、よくわかりました。「自助」が強要されること、また一方では市民が市民を管理する仕組みもあることなども、確かに。格差やいがみ合いが続き、気候危機も抱える今、これらが選挙や政権交代で解決できるのでしょうか？　人の生活のゆたかさの質を高めるために、脱成長へと大胆に世の中の仕組みを変える、など、コロナ後の世界に向けての話をもう少しお聞きしたかったと思います。


（国領町、匿名）








▼具体的ヒントがあった…





　憲法記念日の国会前集会に、清水雅彦さんが改憲反対などについて発言され、心強かった。さらにお話を聞きたくて参加した。学者、研究者、市民、政党、労組の共闘が政治を変えることを期待したい。政権や社会を変えるには何が必要か。具体的ヒントにつながる話がうかがえてよかった。（三鷹市、石黒紀子）





▼税金の使い道





　ニュースで自衛隊の実習訓練で１日に10億２０００万円が使われると聞きました。コロナに使えばいいのにな、と思いました。（調布ヶ丘、中島暁子）


 ＊編集部注 「朝日新聞」(22日)は「この演習予算として弾薬約77億円、諸経費９千万円」と報じています。





▼学者とは？





  清水先生のお話は、本論もさることながら、憲法学者に関する発言が最も印象に残りました。「憲法学者は属する団体が１つではないから何人いるかわからないが、全国で推定８００人くらいとして、われわれ、外で活動するものはバカにされるのが実態。研究室で論文を書いて発表するのがまともな学者のあり方といわれる」。素人考えでは、清水先生や上智大の中野晃一先生、立正大の金子勝先生、経済専攻だが同姓同名の金子勝先生（立教大特任教授）など発言行動する学者はかっこよく映るんですが、学者仲間ではダメなんですかねえ…。こんな考え方こそ、「学者バカ」の典型ではないですか！


　（染地、石塚勝）





▼行動する研究者





　行動する研究者の生のお話が嬉しかった。


（若葉町、むらき数子）





▼誰かを誘おう


  「講演会に１人で来ないように」「誰かを連れて来るように」―、これは具体的な提言だと受け止めました。


　　 （無記名）
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